
 令和５年１１月１４日 

 北 海 道 開 発 局 

 

建設マスター・建設ジュニアマスターを顕彰！ 

～優秀な技能・技術を持つ建設技能の承継に向け～ 

 

 

       

 

 

 

国土交通省では、建設産業の第一線で「ものづくり」に直接従事されている方々に誇りと意欲を持

っていただくとともに、その社会的評価・地位の向上を図ることを目的として、特に優秀な技術・技能

を有し、後進の指導・育成等に多大な貢献をされている建設技能者の方々を対象として、平成４年度

から毎年「優秀施工者国土交通大臣顕彰」（建設マスター）を実施しています。 

また、平成２７年度から、建設マスターに達するまでの技能の向上のインセンティブを与えることを

目的として、優秀な技術・技能を有し、今後さらなる活躍が期待される青年技能者の方々を対象とし

て「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」（建設ジュニアマスター）を実施しています。 

今般、下記のとおり、今年度の被顕彰者を決定するとともに、顕彰式典を開催することとしました

ので、お知らせします。 
 

記 

    

 １．被顕彰者の決定 

   建設マスター（北海道関係分 ２０名）：別紙１ 

   建設ジュニアマスター（北海道関係分 ３名）：別紙２ 

 ２．顕彰式典の開催 

    日 時 令和５年１１月２１日（火） １３時３０分～１５時１０分 

    場 所 文京シビックホール 大ホール 

        東京都文京区春日１－１６－２１ 

 

※ 当日の取材は報道関係者に限り可能ですが、事前登録が必要です。希望者は、１１月１７日

（金）１６時までに、報道機関名、取材者氏名、連絡先（電話番号・メールアドレス）を以下のメー

ルアドレスにお送りください。 

  （取材申込先）国土交通省 不動産・建設経済局建設市場整備課 

         メールアドレス ：hqt-kensetsu-master@gxb.mlit.go.jp 

※ 大臣は公務等の状況により出席できないことがありますので、予めご了承ください。 

国土交通省は、優秀な技術・技能を有し、後進の指導・育成等に多大な貢献をした建設技能

者４５９名を建設マスターとして顕彰するとともに、今後さらなる活躍が期待される青年技能

者１２１名を建設ジュニアマスターとして顕彰します。 

なお、北海道在住者については、建設マスターで２０名、建設ジュニアマスターで３名が顕

彰されます。 



 

（別紙１）令和５年度優秀施工者国土交通大臣顕彰受賞者一覧（北海道関係分） 

（別紙２）令和５年度青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰受賞者一覧（北海道関係分） 

（参考資料）「優秀施工者国土交通大臣顕彰」及び「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」に

ついて 

 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

        事業振興部 建設産業課 課長補佐 五百木 英明（内線 5892） 

        事業振興部 建設産業課 建設工事適正化係長 桑原 民男（内線 5858） 

                                北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 



(別紙１）

Ｎｏ 氏 　 　 　 名 ﾌﾘｶﾞﾅ 職種 勤務先

1 安 藤 彰 ｱﾝﾄﾞｳ ｱｷﾗ 建設機械運転工 株式会社宮本運輸

2 五 十 嵐 仁 ｲｶﾞﾗｼ ﾋﾄｼ 建設機械運転工 北興工業株式会社

3 和 泉 玲 実 ｲｽﾞﾐ ﾚﾐ 造園工 株式会社いずみガーデン

4 伊 藤 和 成 ｲﾄｳ ｶｽﾞﾅﾘ 内装仕上工 和内装

5 植 浩 一 ｳｴ ﾋﾛｶｽﾞ 板金工 株式会社植板金加工所

6 角 田 成 造 ｶｸﾀ ｾｲｿﾞｳ 塗装工 三共塗装株式会社

7 栗 田 宏 野 利 ｸﾘﾀ ﾋﾛﾉﾘ 大工 澤田工業株式会社

8 笹 井 誠 ｻｻｲ ﾏｺﾄ 塗装工 株式会社小林創業

9 神 晃 ｼﾞﾝ ｱｷﾗ 潜水士 白鳥建設工業株式会社

10 谷 垣 友 規 ﾀﾆｶﾞｷ ﾄﾓﾉﾘ 舗装工 荒井建設株式会社

11 萩 澤 昌 史 ﾊｷﾞｻﾜ ﾏｻｼ 大工 幌村建設株式会社

12 早 瀨 章 雄 ﾊﾔｾ ｱｷｵ トンネル工 木部建設株式会社

13 藤 橋 功 介 ﾌｼﾞﾊｼ ｺｳｽｹ 大工 株式会社アサヒ技建

14 船 田 慎 人 ﾌﾅﾀﾞ ﾉﾘﾋﾄ 大工 武部建設株式会社

15 本 多 忠 高 ﾎﾝﾀﾞ ﾀﾀﾞﾀｶ 法面工 北海道三祐株式会社

16 真 鍋 明 ﾏﾅﾍﾞ ｱｷﾗ 土工 山口重機有限会社

17 丸 山 欣 一 ﾏﾙﾔﾏ ｷﾝｲﾁ 土工 株式会社砂子組

18 三 浦 英 幸 ﾐｳﾗ ﾋﾃﾞﾕｷ 舗装工 道路工業株式会社

19 山 口 寿 宏 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾄｼﾋﾛ 土工 株式会社西村組

20 鈴 木 法 雄 ｽｽﾞｷ ﾉﾘｵ 建設機械運転工 朝日建設株式会社

令和５年度　優秀施工者国土交通大臣顕彰　受賞者
(北海道関係分）



(別紙２）

Ｎｏ 氏 　 　 　 名 ﾌﾘｶﾞﾅ 職種 勤務先

1 河 瀨 将 ｶﾜｾ ｼｮｳ 建具工 一人親方

2 丸 山 将 太 郞 ﾏﾙﾔﾏ ｼｮｳﾀﾛｳ 内装仕上工 株式会社メン・アット・ワーク

3 南 木 建 ﾐﾅﾐｷ ﾀﾂﾙ 大工 柏倉建設株式会社

令和５年度　青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰　受賞者
(北海道関係分）



 

 

「優秀施工者国土交通大臣顕彰」及び 

「青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰」について 

 

 良質な住宅・社会資本の整備のためには何よりも直接工事に携わる技術・技能に優れた人

材が必要不可欠です。また、国民生活の向上に重要な役割を果たす我が国の基幹産業である

建設産業にとって、優秀な建設技能者の確保・育成が大きな課題となっています。 

 

 国土交通省では、建設産業の第一線で「ものづくり」に直接従事されている方々に誇りと

意欲をもっていただくとともに、これらの方々を広く国民に知っていただき、その社会的評

価・地位の向上を図っていくことを目的として、特に優秀な技術・技能を有し、後進の指導・

育成等に多大な貢献をされている建設技能者の方々を対象として、優秀施工者国土交通大臣

顕彰（建設マスター）を実施しています。 

 

 また、次世代の建設現場の担い手を確保・育成すること、建設マスターに達するまでの技

能の向上を図ることを目的として、優秀な技術・技能を有し、今後更なる活躍が期待される

青年技能者の方々を対象として、平成２７年度より新たに青年優秀施工者不動産・建設経済

局長顕彰（建設ジュニアマスター）を設けました。 

 

 建設マスターの顕彰は平成４年度より実施していますが、第３２回目となる今年度は４５

９名を顕彰し、建設マスターは計１２,４１２名となります。また、平成２７年度より新設さ

れた建設ジュニアマスターとして今年度は１２１名を顕彰し、建設ジュニアマスターは計９

８２名となります。 

 

 また、今年度の被顕彰者のうち女性は、建設マスターで７名、建設ジュニアマスターで５名

となっています。 

※女性被顕彰者の職種 

建設マスター：造園工３名、建具工１名、鉄筋工１名、塗装工１名、電気工１名 

建設ジュニアマスター：電気工２名、鉄筋工１名、内装仕上工１名、熱絶縁工１名 

 

 優秀施工者国土交通大臣顕彰の詳細については、下記のホームページをご覧下さい。 

 https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/1_6_bt_000062.html 

 

参考資料 



 令和５年度被顕彰者の詳細 

 建設マスター 

 ○ 被顕彰者の年齢構成 

  令和５年度 令和４年度 令和３年度  
 平均年齢 ５２．３歳 ５１．９歳 ５２．０歳 

 最も多い年齢（人数） ４９歳（３４人） ５０歳（３３人） ４５歳（３４人） 

 最低年齢 ３９歳 ３９歳 ３９歳 

 最高年齢 ７０歳 ７０歳 ６９歳 

 ３５～３９歳の人数 １人 ２人 １人 

 ４０～４９歳の人数 １８４人 １９１人 １９６人 

 ５０～６０歳の人数 ２１５人 ２３９人 ２２１人 

 ６１歳以上の人数 ５９人 ５５人 ６４人 

 被顕彰者数 ４５９人 ４８７人 ４８２人 

 
 ○ 被顕彰者の主な職種 

  令和５年度 令和４年度 令和３年度  
土工 ７８人（16.9％） ８２人（16.8％） ７０人（14.3％） 

建設機械運転工 ４７人（10.2％） ４５人（9.2％） ４１人（8.4％） 

 大工（型枠大工含む） ３３人（7.2％） ４８人（9.9％） ４４人（9.0％）  
 

 

 

 建設ジュニアマスター 

 ○ 被顕彰者の年齢構成 

  令和５年度 令和４年度 令和３年度  
 平均年齢 ３６．５歳 ３６．３歳 ３７．３歳 

 最も多い年齢（人数） ３８歳（２４人） ３８歳（１８人） ３８歳（２４人） 

 最低年齢 ３０歳 ２９歳 ２９歳 

 最高年齢 ４１歳 ４６歳 ４９歳 

 ～２９歳の人数 ０人 ２人 １人 

 ３０～３４歳の人数 ２８人 ２３人 １５人 

 ３５～３９歳の人数 ８３人 ７１人 ８３人 

 ４０歳以上の人数 １０人 １０人 １７人 

 被顕彰者数 １２１人 １０６人 １１６人 

 
 ○ 被顕彰者の主な職種 

  令和５年度 令和４年度 令和３年度  
大工（型枠大工含む） １１人（9.1％） ８人（7.5％） １２人（10.3％） 

電気工 １０人（8.3％） ７人（6.6％） ６人（5.2％） 

 建設機械運転工 １０人（8.3％） ６人（5.7％） ７人（6.0％）  
 


